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1 年次　玻名城静香

　私は沖縄県立看護大学に入学する
ことができて、とても嬉しく、自分の夢
を叶えることができるこの大学で学ぶ
ことを楽しみに思っていました。そして
無事入学式を終え、ウェルカムランチ
や新入生歓迎球技大会、玉城青少年
の家での宿泊研修、渡嘉敷研修など
で、入学生や先輩、先生方との交流を
通して、たくさんの人達と友達になる
ことができました。これから医療に関
わる仕事に就きたいという同じ志を
持った仲間と一緒
に学び、互いに刺
激し合い、協力し
合いながら自分の
夢を叶えていきた
いです。

別科助産専攻　友寄ゆりか

　私は、本学の看護学科を卒業し、
別科助産専攻に入学しました。本学
の別科助産専攻では、分娩介助だけ
でなく、ウイメンズヘルスや離島での
実習など様々なカリキュラムを通し
て、多様な学びができることを今から
楽しみにしています。助産師としての
土台を築く貴重な一年間を大切に
し、同じ助産師を目指す仲間と切磋
琢磨し合いながら、充実した学生生
活を過ごしていきたいと思います。そ
して、将来的には助産師として、施設
だけでなく母子にとってより身近な地
域でも活動できる助産師を目指すと
ともに、沖縄県の母子保健医療に貢
献できる人材となれるよう頑張りた
いと思います。

博士前期課程　宮國友美

学生会長：奥間政礎

　新入生の皆さんご入学おめでとう
ございます。皆さんのご入学を学生会
一同、心から歓迎します。本大学では、
初めに「看護とは何か」ということから
はじめ、そこから様々な理論や技術な
どを講義にて学び、さらに実習を通し
て学んでいきます。
　たくさんの科目があり、忙しさはあ
りますが本大学には、スポーツ系や文
化系のたくさんのサークル、看大祭や渡嘉敷研修、球技大会な
どの楽しいイベントがたくさんあります。
また、県内外の看護系大学との交流を行う「学生コンソーシア
ム」があり、将来、現場に出た時に頼りになるたくさんの仲間づくりができる場となっています。
　去った４月に行われた、新入生歓迎球技大会には一学年の 2/3 以上の生徒が参加をしてくれました。新入生の皆さんが、新
しい大学生活のスタートとなったのならば、嬉しい限りです。本大学で学ぶことはたくさんあり、忙しさもあると思いますが、勉
強だけではなく、スポーツや看大祭などのイベントなどに積極的に参加していただき、様々な年代の生徒と交流していくこと
で、充実した学生生活を送ることができると思うので、新入生の皆さんにも積極的に活動してほしいです。
一緒に楽しいキャンパスライフを送りましょう。

　卒業して20年。助産師として経験
を積み、現在は看護基礎教育に携
わっている。学生の興味・関心をくす
ぐる教育方法をさぐり、学生の頭・
手・心に残る授業を試行錯誤中であ
る。後輩を育成するという教育の楽し
さと、どのように関われば伝わるのか
というジレンマの中、看護者としての
自己を見つめ直す時間も多くなった。

「大学院で学びたい」という思いは
日々強くなり、念願かなってチャンス
は巡ってきた。院生・仕事・母・妻…
etcと、いくつものわらじをはき、時に
は全速力で走らなければならない状
況もあるかもしれない。快く送り出し
てくれた家族・
職場に感謝し、
実り多き院 生
生活となるよう
自己研鑽に励
みたい。
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教授 : 新城正紀

　「身体活動論」と「身体活動論演習」は、生活習慣病の予防に必要な運動、
栄養、休養、その他体のしくみや老化などについて、幅広く健康に関する知識
が身につけられる科目です。
　本学では、保健師の免許を取得して、一定の科目を履修すると、養護教諭

（学校の保健室の先生）の 2 種免許がもらえますが、その必要な科目に 1 年
次の「身体活動論」と３年次の「身体活動論演習」も含まれています。
　「身体活動論」は必修科目ですが、「身体活動論演習」は選択科目ですので、
養護教諭の免許も取得したい人は、忘れずに登録して、履修して下さい。
　「身体活動論演習」は、非常勤講師の仲村悦子先生が担当してくださり、ス
トレッチや気功を中心に、体の動かし方が学べます。

　平成25年2月21日(木)～2月22日(金)にタイのバンコクで、第16回東アジ
ア看護学術フォーラム（16th East Asia Forum of Nursing Scholars：
EAFONS）が開催されました。この学会は、日本、フィリピン、タイ、香港、韓
国、台湾、シンガポールの7つの東アジア諸国の看護系大学の博士課程の学
生や学識者との交流を目的に開催されているものです。今回私は、島しょ保
健看護の研究テーマについての示説発表を行いました。この学会に参加し、
多彩な研究内容やプレゼンテーションの方法、また、国外の看護職者同志が
今後の看護の研究や教育についてディスカッションを深めている姿を目に
し、今後取り組むべき自己の課題が認識できました。まずは、自分の研究分野
における国外の研究の動向の把握と、英語によるプレゼンテーションやコ
ミュニケーション力の向上に取り組んでいきたいと思っています。

助手：與座千代子

講師：牧内　忍
「身体活動論」と「身体活動論演習」

「疫学と保健医療情報A」

国際学会に参加して

のぞいてみよう

看護大学

　「疫学と保健医療情報A」（1年次前期　必修　2単位　
45時間）は、平成23年度の新カリキュラム導入により新規
に設定された科目であり、Ａクラスは私が担当し、Ｂクラス
は別の教員が担当しています。Ａ、Ｂクラスの授業概要お
よび到達目標は同じだが、授業内容および計画、使用テキ
ストおよび参考文献、成績評価の方法、学生相談・助言体
制などは異なっています。
　「疫学と保健医療情報A」の講義内容は、人々の生活と健
康、疾病の予防と健康管理、疾病の頻度・分布、情報の処
理・要約などであります。疫学は、疾病の種類および頻度・

分布を明らかにし、健康障害を予防するための具体的な手
段を提供する学問であり、看護学においても重要な科目で
あります。また、保健医療情報に関する知識・技術は、個人
情報保護、患者のカルテ管理、医療者の守秘義務などにお
いて必須であります。
　1年次は、病態生理の学習を行っていない段階であり、
疫学、公衆衛生学や保健統計などの疾病や健康に関する
授業内容を含んだ「疫学と保健医療情報A」を看護学生に
理解してもらうには、いろいろな工夫が必要であります。
講義の途中で学生の理解度の確認をし、出席カードに「学
習したこと・感想」を記入してもらい講義の振り返りを行っ
ています。
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